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関 f系 法 令
（諸官）
規 則
0特殊勤務手当の一部を 改正する 規則lj （人事院
9 -30) 
告 示
0学校図書館司書教諭講習実施要項を定めた件
（文部73)
o昭和 55年度科学研究費補助金の計画調書の提
5・30
5 . 2 
出期間を定める 件 （阿部） 5・19
諸 �』Z玄
昭和54年度第2回評議会（ 5月1 5日）
ζ審議事項〉
次期学長候補者について
昭和54年度第3回評議会（ 5月2 5日）
く報告事項〉
議
(1) 昭和 55年度概算要求基本方針について
(2) 第24回大学祭について
人 事 異 動
異
区
動分 発令年月日 氏 名 発 令前の所 属 官 職 異 動 内 内f坐T－ 任命権者
54 . 5 . 1 乗 京 博 之 文 部事務官（人文学部・ 理 学部） 富山大学長
採用
II 片 山 良 一 文部技官（教育学部植物育成員） II 
昇任 54 . 5. 1 北 Jll 功 文部事務官（経理部主計課） 工 学部会 計 係管財主 任 富山大学長
配置換 54 . 5 . 1 岡 田 東 彦 工学部会 計 係会 計主 任 工学部会 計 係経 理 主任 富山大学長
54 . 5 2 本 国 弘 教授（人文学部） 人文学部長（期間54. 5. 2～56・ 5 . 1 ) 文 部 大臣
II II II II 評議員（II II II 
II 竹内豊三郎 II （ 理 学 部） 理 学部長（II II II 
併任
II II II II 評議員（II II II 
II II II II 文理学部長（ II II II 
II 平 問 車も II （人文学部） 評議員（II II II 
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54 . 5 2 I長沼忠兵衛 教授（人一文’宇都）
II 中 川 正 之 II 
（理宇都）
II 小 黒 千 足 II II 
54 . 5 . 9 岩i部l富i台 II （経済学部）
II II II II 
・品チ!.f, 内 諸 幸良
永年勤続者の表彰
本学 の昭和 54 年度永 年勤続者 表彰式が， 関学記念 日の5
月31 日午前11時から本部会議室で行われた。 次の35年勤続
1 名 ， 20年勤続18名の職員に対し学長から表彰状並びに記
念品が贈られ た。
35年勤続
教養部 岩田
�L 
20年勤続
経 理 部 大坪 清彦 理人文子：！fill，；部 島国 政信
金文革部部 酒井 実 教育学部 鶴木 利雄
教育 学部 黒崎 貞雄 教育学部 村田 正義
教育 学部 嶋作 恭子 経済学部 武 暢夫
経済学部 奥村 行夫 ；理学部 中村 良郎
工 学 部 田 中 久弥
工学部 品川不二雄
工 学 部 吉川 和 男 教 養 部 二神 iJL 
教 養部 塩谷 俊作
教養部 村｛畢 巌
教 養 部 堀 和子 附属図書館 秋；厄 l司男
報 第190 号
評議員（期間54. 5 2～56. 5 . 1 ) 文部大臣
II II II 
II II II 
学生部長（
II 54. 5 9～56. 5. 8 ) II 
評 議員（II II II 
富山大学 学長候補者選挙
林 学長の任期満了（ 6月12 日） に 伴う学長候補者選挙が
5月15日（火）にf子われ た。
同選挙は， 学長候補適任者選定委員会（委員長坂井誠一
教授） から学長候補適任者として選定され た次の6氏に つ
いて， 同日10時から11時までの間 本部会議室で選考管理委
員 会 （委員長 田 谷平 治教授） 管理のも とに行われ た。
杉本 新平（富山大学教養部長）
高橋幸八郎（創価大学教授）
竹内豊三郎（富山大学理学部長）
手崎 政男（富山大学教授）
室町 繁雄（富山大学名誉教授）
柳HJ 友道（高山医
その結色果’ 有効投票の過半数の得票者がなかったため，
1問点者室町繁雄， 柳m友道の両氏について決選投票を行い，
有効投票319禁のうち184 票を 得た柳田友道氏が学長候補
者に 当選， 同日1511寺から開催され た評議 会に おいて， 同氏
を次期学長候補者に 決定し た。
昭和54年度永年勤続者表彰式
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昭和54年度科学研究費補助金交付内定者（第1次）
研 究 種 目 研 究 代 表 者 五汗 qプhL E果 題 配分予定額
ホヤ類
と
に
布
含まれるトレースレベルのパナジンの化学 千円特定研 究（1) 理 学 部 教 綬 堀 令司 形態 分 に関する研究 1,500 
特定研究（2）工学部 教 授 塚島 寛 アルキル化による石炭の可溶化 1,200 
人文学部 教 授 永 田 英正 奏i莫簡願資料の古文書学的研究 ｜ 500 
般研 究 c l人文学部 教 授 長沼忠兵衛 17・18世紀に おける英偽経済政策と国家体制の変遷 l 500 
理学部 教 授 後藤 克己 水中の金属イオンの存在状態に及ぼすケイ酸の影響 ｜ 400 
昭和54年度文部省内地研究員の決定
所 属 ｜ 官 職 氏 名 研 究 場 所 事庁 ’Jア党し三 題 目 研究期 間
人文学部 助教授 鎌本 元一 束 号、 大 学 六国史の研究 54. 9 . 1 
的
日
研
本現
究
存朝鮮古刊本の調査とその書誌学的， 語学人文学部 助教授 藤本 幸夫 財団法人東洋文庫 55 2 29 
教育学部 助教授 泉野 佐一 大阪教育大 学 ヒルベルト空間上の有界線形作用素の研究
教育学部 助教授 山下 三郎 1ζ 大 '''t 保健体育科学習指導法の研究 55. 2 29 
ートtzzロ
報
｜文部技官金田忠直民逝去｜
経理部文部技官金田忠直氏は肺癌のため県立中央病院に
入院加療中のところ4 月9 日逝去されました。
享年49オ
ここに御冥福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。
金田技官は， 昭和39年3月本学会計課に自動車運転手と
して採用され， 誠実な人柄とまじめな勤務でよくその職務
を全うされました。
｜工学部教授潤恭氏逝去｜
工学部教授i撃畠恭氏は， i� 症型肝炎のため 5月7 日逝去
されました 。
享年52オ
ここに御冥福を祈り ， 謹んで哀悼の意を表します。
津島教授は， 昭和22年3月多賀工業専門学校機械科を卒
業， 同年 6 月茨城 県那珂郡村松中学校教諭， 同23年3月財
団法人科学文化研究所勤務， 同年12月株式会社科学研究所
（現在の特殊法人理化学研究所）勤務， 同44年7 月富山大
学教授として着任され， 爾来約10年 間化学工学の教育 と研
究に従事し， 高潔円満な人格と 豊富にして卓越した知識に
より， 多数の優秀な学生を実社 会に送り出した。
また， 同教授は， 粉体工学会の第一人者として産業公害
関係並びに大気汚染防止関係の各種の委員として斯界の発
展のために 多大の貢献をなされた。
職 員 j両 ，息
〈新任者〉
人文学部・理学部
文部事務官 乗京 博之
〈改 姓〉
事 務 局
技術補佐員 新聞 純子（旧姓 塚元）
〈住所変更〉
事 務 局
文部事務官 松田 奪直
技術補佐員 新聞 純子
人文学部・理学部
事務長補佐 田中 昇
文部事務官 中田 節子教育学 部
教 －同＇ A日 三円金�.比t i 
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経済学部
講 師 大野 正道
理 学 部
助 教 授 菅井 道三
エ 学 部
講 師 女川 博義
文部事務宮 田中 崇子
文 部 技 官 友坂 敏信
教 養 部
助 教 授 桂木 健次
主 要 日 誌
本 部
5月 1 日 入学者選抜方法研究委員会
7日 第7 回学長選考管理委員会
8 日 第29回東海北陸地区国立大学等施設部課長会議
（於 愛知教育大学）
名誉教授称号記授与式
10日 第23回東海北陸地区国立大学長会議及び東海北
陸地区国立大学事務局長懇話会
11日 昭和54年度北陸地区国立学校事務電算化協議会
第l固定例協議会（於 金沢大学）
12日 短期高等教育機開設置調査研究会（於 文部省）
1 4日 第8回学長選考管理委員会
国大協第三・第四常置委員会
15日 富山大学学長候補者選挙
第 2 回評議会
17日 公務員宿舎委員会
18日 補導協議会
昭和5 4年度文部省共済組合全国主管 課長会議
19日 北陸 4 大学学生体育競技連盟協議会（於 金沢
大学）
21日 国立大学事務局長会議（於 国 立 教育 会館）
第l回保健管理センタ一委員会
第3 回事務協議会
22日 第1 回認定講習委員会
24日 国大協理事会
大学運営協議会
報 第1 90号
25日 第3 回評議会
補；存協議会
東海北陸地区国立学校等庶務部課長会議（於
岐阜大学）
28日 第3 0凶国立大学学生部次長協議会（於 武蔵野
会館）
29日 昭和54年度国立大学学生部次長， 課長， 高等専
門 学校学生課長会議（於 一橋講堂）
31日 開学記念日
永年勤続者 表影式
5 月9 日 拡大教務委員会
2 年次生のオリエンテーション
16日 教授会
21日 学部補導委員会
23日 学部図書委員会
3' 4 年次生健康診断（内科検診）
24～ 25日 15大学人文系学部長会議（於 茨城大学）
3 0日 教務委員会
教育 学 部
5 月2 日 教授会
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人事教授会
7～ 8 日 昭和5 4年度春季全国国立大学教育 学部長会
議（於 神戸大学）
9～10日 日本教育大学協会第一部会（於 熱海市）
16日 図書委員会
16～17日 日本教育大学協会北陸地区評議員会（於
富山大学）
18日 附属小学校教育研究発表会
18～19日 日本教育大学協会北陸地区第二部会家庭科
研究協議会（於 信州大学）
21日 入試検討委員会
23日 紀要編集委員会
教務・補導合同委員会
24～25日 昭和54年度全国国 立大学教員養成学部事務
長協議会（於 鹿児島大学）
24-25日 日本教育大学協会第二部会音楽部門総会
（於 北海道教育大学函館分校）
24～25日 日本教育大学協会北陸地区 第二部会技術
職業・職業指導部門研究協議会（於 信州大学）
25日 日本教育大学協会理事会（於 東京学芸大学）
ム五動運園学
開属
会
号
一
附員
月
一
回会
委
5
－
氾受努
咋一紘和和Fhd－ nu－ 壬1－門口
門口
沼
－
80
1・
圃
。＆
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学
一部一一学一一済一一経一
5月7 日 第 1回財務委員会
第 1回学部将来構想検討委員会
第 2回施設整備委員会
8 日 第 1回日本海経済研究所運営委員会
第 1回学部補導委員会
9 日 第 1回人事基準検討委員会
第 4回教務委員会
第 3回教授会
16 日 第 2回人事基準検討委員会
第 2回日本海経済研究所運営委員会
学部将来構想検討委員会・教務委員会合同会議
22日 第 2回学部補導委員会
23 日 第 1回学部図書委員会
24～25日 昭和54年度国立十大学経済・経営学部長並
ぴに事務長会議（於 和歌山大学経済学部）
30 日 第 1回学部職業補導委員会
5月8 日 教官懇談会
14日 学部図書委員会
16 日 学部図書委員会
17～18日 国立1 5大学理学部長会議（於 琉球大学）
22日 学部図書委員会
23 日 学部補導委員会
教授会
3' 4 年次生健康診断（内科検診）
24日 学部補導委員会
工 学 部
5月 2 日 教授会
8 日 昭和55年度概算要求事項打合せ会
9 日 工学研究科委員会
学科主任会議
12日 昭和55年度概算要求事項打合せ会
14日 学部補導委員会
16 日 定 期健康診断
報 第19 0号
教授会
工学研究科委員会
18日 第 1回総設見直し委員会
19日 係 長連絡会議
23日 共通機器運営委員会
学部図書委員会
工場運営委員会
24～25 日 第29回国立大学工学部長会議（於 長崎）
28 日 教務委員会
31日 事務連絡会議
5月9 日 補導委員会
教授会
教授のみの教授会
16 日 教養部人事問題検討委員会
教務委員会
17 日 紀要委員会
23 日 補導委員会
教授会
26 日 補導委員会
親和会総会
附属図書館
5月8 日 商議会
11日 富山県図書館協会総会（於 富山県立 図書館）
16 日 昭和54年度国立大学附属図書館事務（部・課）
長会議（於 国立科学博物館）
一部一一学
一
一大
一
一期
一
一 短 一一営
一
一 経
一
5月9 日 授業料等減免選考委員会
I5日 財務委員会
17 日 財務委員会
24日 第 3回教授会
27 日 球技大会（学友会主催）
29日 国立 短期大学協議会理事会（於 竹橋会館）
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編 集 富 山 大 学庶務 部庶務 課
富山市五福 3 1 9 0 
印刷所 第 一共同印制株式 会 社
富山市太郎丸1220- 2 
電話＠019 6（伶
